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本学の法学部に在学中、国際法模擬
裁判の世界大会に参加し、国際社会の
複雑な紛争も法によって平和的に解決
する可能性があると感じました。また、国
連難民高等弁務官事務所（UNHCR）
でインターン活動をし、国際機関で法がど
のように活用されているのか学びました。

複雑な事情が絡む国際問題の解決
に法は有用ですが、経済学や理系の学
問など、さまざまな分野の専門家が連携し
て対処することも欠かせません。思修館
では他研究科の研究活動に参加できる

ため、法学研究の高度で専門的な知識
も学べる上、多彩な専門分野の学生が
在籍する合宿型研修施設で日常的に行
われる議論を通して、多角的な視点を自
然に身に付けることができます。

経済、環境、人口移動など、グローバ
ル化の影響は、開発途上国に対して法
的な課題も突きつけます。将来は国際法
の専門家として、他分野の専門家や利
害関係者と協働しながら、そうした複合的
な問題の解決に貢献できる人材になりた
いと考えています。

graduate school

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を
は
じ
め
優

秀
な
人
材
を
数
多
く
輩
出
し
て
き
た

京
都
大
学
が
今
、
最
も
力
を
入
れ
て

い
る
の
は
、
世
界
で
活
躍
す
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
」の
育
成
だ
。そ

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
、

２
０
１
３
年
４
月
、
新
し
い
タ
イ
プ

の
大
学
院
「
総
合
生
存
学
館
」（
通

称
：
思
修
館
）
が
創
設
さ
れ
た
。

「
複
雑
化
す
る
現
代
の
課
題
解
決

に
は
専
門
知
識
だ
け
で
は
不
十
分
。

狭
い
専
門
分
野
に
と
ら
わ
れ
ず
、
よ

り
幅
広
い
知
識
と
深
い
専
門
性
、
柔

軟
な
思
考
力
に
加
え
、
強
い
意
志
と

実
行
力
を
併
せ
持
っ
た
次
世
代
型
リ

ー
ダ
ー
の
輩
出
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

と
川
井
秀
一
学
館
長
は
強
調
す
る
。

同
大
学
院
は
、
世
界
で
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
を
目
指
す
文
部
科
学
省

「
平
成
23
年
度
博
士
課
程
教
育
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
オ
ー
ル
ラ

ウ
ン
ド
型
）」に
も
採
択
さ
れ
て
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
長
は
、
５
年

間
の
一
貫
し
た
大
学
院
博
士
課
程
。

１
～
２
年
次
に
国
内
外
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
、
４
年
次
に
は
提
携
す
る
国

際
機
関
な
ど
で
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
に
参
加
し
、
調
査
か
ら
政
策
立

案
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
、
交
渉
、

成
果
発
表
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

短
期
で
は
な
く
１
年
間
を
通
じ
て
現

場
に
身
を
置
き
、
そ
の
経
験
を
理
論

化
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
研
究
テ
ー

地球規模の課題に挑むリーダー育成

大学院としては珍しい合宿型研修施設（学
寮・無償）を提供。さまざまな目標を持つ学生
や多方面で活躍する教員と昼夜を問わず議
論を重ねられる環境で、多面的な思考力・実
践力を身に付けられる。

学生の専門性や適性、希望を踏まえ、各自の
目標を実現するため、個別のカリキュラムを設
計している。複数の教員が 5 年間、研究指導
から生活面のアドバイスまできめ細かくサポー
トする。

取得可能な学位▶博士（総合学術）
定員▶20人 
奨学金▶あり 
主な進路先▶�国際機関、政財界、官庁、多国籍企業、研究

機関、NGOなど

school data access
〒606-8501　
京都府京都市左京区吉田近衛町69 近衛館2F
TEL	▶075-753-5122
FAX	▶075-753-5147
Email	▶info.shishukan@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
URL	▶http://www.gsais.kyoto-u.ac.jp/
交通	▶�京都駅などからバスで近衛通下車徒歩1分

マ
の
課
題
解
決
策
を
生
み
出
し
な
が

ら
実
行
力
を
磨
い
て
い
く
。

も
う
一
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み

が
「
熟
議
」
と
「
八
思
」
で
あ
る
。「
熟

議
」
は
、
経
済
人
や
官
僚
な
ど
現
役

リ
ー
ダ
ー
を
学
外
講
師
と
し
て
迎
え
、

活
発
な
議
論
を
通
じ
て
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
考
え
方
を
学
ぶ
。「
八
思
」は
、

医
薬
・
生
命
、
情
報
・
環
境
、
語
学

な
ど
８
分
野
の
高
度
な
教
養
科
目
群

か
ら
出
身
学
部
以
外
の
７
分
野
×
２

科
目
を
履
修
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
に
必
要
不
可
欠
な
主
要
専
門
分

野
の
基
礎
を
文
理
融
合
で
習
得
す
る
。

大
学
院
入
学
の
要
件
は
「
リ
ー
ダ

ー
を
目
指
す
確
固
た
る
信
念
と
将
来

の
展
望
を
持
っ
て
い
る
こ
と
」（
川
井

学
館
長
）。国
際
機
関
な
ど
へ
の
就
職

を
目
指
す
学
生
が
多
く
、
明
確
な
目

標
を
持
っ
て
日
々
勉
学
に
励
ん
で
い

る
。
多
様
な
専
門
分
野
の
学
生
や
留

学
生
が
５
年
間
、
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
多
く
の
時
間
を
共
に
過
ご
す
こ
と

で
、
将
来
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

複
雑
化
す
る
世
界
に
あ
っ
て
何
よ

り
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
緊
急
時

で
も
平
時
で
も
、
高
い
使
命
感
と
覚

悟
を
持
っ
て
対
処
し
て
い
け
る
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
。
優
れ
た
判
断
力
と
行

動
力
を
備
え
、
日
本
と
世
界
を
変
え

た
い
と
い
う
志
を
持
つ
人
材
に
挑
戦

し
て
ほ
し
い
大
学
院
と
い
え
る
。
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